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10月16日に旗揚げ公演が行われる『港ふれあい寄席』。 

そこで高座をつとめる落語家の桂平治さんは、 

09年度文化庁芸術祭新人賞を受賞された実力派。 

落語家を志したきっかけ、寄席の楽しさについて伺いました。

――受賞受賞受賞受賞おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます。。。。

09年はちょうど真打ちになって10年目。 

真打ちになった99年はノストラダムスの何とかって年で「地球最後の真打ちか」と心配さ

れましたが、無事、地球が滅びることもなく。 

笑ってくださった皆さんのおかげです。

――落語家落語家落語家落語家になられたきっかけはになられたきっかけはになられたきっかけはになられたきっかけは？？？？

小学生の時からずっと落語が好きでした。 

興味を持った一番はじめは『飛べ！孫悟空』というテレビの人形劇。 

声の出演に桂歌丸、三遊亭小円遊なんて名前がありまして。ヘンな名前だなぁと思っ

て、寄席番組を見るようになりました。 

覚えるとやってみたくなるもので、高校では落語研究会をつくり、卒業してすぐ師匠に入

門。 

アルバイトもせず、この道一筋。今後も、現状維持でいきたいですね。

――今後今後今後今後もももも寄席寄席寄席寄席がががが中心中心中心中心ですかですかですかですか？？？？

寄席が好きだし、寄席で育ててもらいましたから。 

寄席が面白いのは、個人の芸に見えて、団体芸ということです。 

トリに一番良い雰囲気で渡せるよう、間に出る者がだんだん良くしていくんです。

――学学学学校寄席校寄席校寄席校寄席にもにもにもにも出出出出られるそうですねられるそうですねられるそうですねられるそうですね。。。。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1967年8月25日生まれ、大分県出

身。落語芸術協会所属。子供の頃

から落語家を目指し、86年、10代

目桂文治に入門。90年二ツ目に昇

進し、2代目平治を襲名。99年真打

昇進。09年度文化庁芸術祭 新人

賞受賞。共著に『落語のひみつ』

（芸術新聞社）など。



最近の学校は芸術鑑賞会というのがあって、芝居を観たり音楽を聴いたりしますね。 

で、運がわるいと落語にあたる。 

とはいえ、子供たちはとても楽しんでくれます。 

名前は知らなくても、誰かが来て落語をやってくれたというのが、子供たちの記憶に残

ればいいなと思いますね。

――持持持持ちちちちネタネタネタネタがががが多多多多いこともいこともいこともいことも有名有名有名有名ですねですねですねですね。。。。

せっかく好きな噺家になれたのだから、覚えておいてソンはないです。 

中にはもう、誰もやらないような噺もありますけどね。

――港港港港区区区区はははは落語落語落語落語のののの舞台舞台舞台舞台がががが多多多多いですがいですがいですがいですが。。。。

愛宕山には二度登りました。 

あと『黄金餅』という、今の台東区の下谷山崎町から麻布まで死体を担いでいく噺があ

るんですが、その道を歩いたことがありました。 

三越の前を通り日本橋を渡って新橋から麻布へ。 

“久保町から土橋に出ましてあたらし橋、天徳寺を抜けて飯倉片町、その頃、おかめ団

子という当時はたいそう繁盛しました団子屋の前をまっつぐ、麻布の永坂を下り大黒坂

を上がって一本松、麻布絶口釜無村の木蓮寺までやってくる頃には、ずいぶんみんなく

たびれた”って。 

噺の舞台に行った人と行っていない人では、やっぱり説得力が違うんですよね。

港区は芝や浜松町など、落語の舞台も多いですし、時代劇にも登場する江戸の香りの

する町で、そこに住んでいるなんてうらやましいことです。 

『港ふれあい寄席』を機に、ぜひそういう土地だと知っていただいて。 

落語は想像する芸ですから、うんと頭を働かせて、ぜひ楽しんでください。
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